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衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
О
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
О
に
係
る
海
上
自
衛
隊
の
バ
ー
レ
ー
ン
へ
の
要
員
派
遣
等
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

政
府
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し
て

行
わ
れ
る
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
及
び
関
連
す
る
国
際

連
合
決
議
等
に
基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
。
以
下
「
テ
ロ
対
策
特
措

法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
協
力
支
援
活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整
等
を
実
施
す
る
た
め
、
バ
ー
レ
ー
ン
に
平
成
十
三
年
十
二

月
か
ら
お
お
む
ね
常
時
二
名
の
連
絡
官
を
派
遣
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
О
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
О
関
連
」
の
「
要
員
」
の
「
派
遣
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
関
係

す
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
詳
細
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
協
力
支

援
活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整
等
を
行
う
た
め
、
バ
ー
レ
ー
ン
の
ほ
か
、
米
国
の
タ
ン
パ
に
連
絡
官
二
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
い
わ
ゆ
る
「
地
位
協
定
」
」
や
「
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
に
係
る
要
員
派
遣
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
我
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
関
連
す
る
業
務
を
実
施
す
る
自
衛
官
に
つ
い
て
、
そ
の
外
国
の
領

域
に
お
け
る
法
的
地
位
を
確
保
す
る
た
め
の
国
際
約
束
は
締
結
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
バ
ー
レ
ー
ン
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
の
要
員
に
つ
い
て
は
、
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十

九
年
条
約
第
十
四
号
）
第
十
条
に
従
い
、
我
が
国
の
外
交
官
と
し
て
、
バ
ー
レ
ー
ン
外
務
省
に
通
告
し
て
お
り
、
同
要
員
は
、

同
条
約
に
基
づ
き
、
バ
ー
レ
ー
ン
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
О
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
О
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
は
、

現
在
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
協
力
支
援
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
護
衛
艦
「
き
り
さ
め
」
及
び
補
給
艦
「
と
き
わ
」

を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
護
衛
艦
及
び
補
給
艦
の
定
員
は
、
合
計
で
約
三
百
四
十
名
で
あ
り
、
こ
の
ほ

か
に
連
絡
調
整
等
を
実
施
す
る
要
員
等
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
及
び
一
の
�
に
つ
い
て
で

お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二



六
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
九
月
二
十
一
日
、
小
野
寺
外
務
副
大
臣
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
代
表
部
に
お
い
て
記
者
会
見
を
行
い
、

今
般
の
バ
ー
レ
ー
ン
へ
の
出
張
に
お
け
る
マ
ル
・
ハ
バ
ル
ナ
外
務
担
当
国
務
大
臣
等
の
同
国
の
要
人
と
の
会
談
及
び
米
海
軍

第
五
艦
隊
の
「
不
朽
の
自
由
」
作
戦
司
令
部
の
視
察
に
つ
い
て
述
べ
た
。

六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

司
令
部
内
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
及
び
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
部
隊
の
運
用
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

三


